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研究成果の概要（和文）：本研究では、ネガティブな感情を伴う対人場面（IENE）から学びや成長を得るプロセ
スについて検討した。IENEに対する想起に焦点を当て、次の４つのタイプに分類した：省察タイプ、囚われタイ
プ、侵入タイプ、切り替えタイプ。他者からの批判的なコメントに対する各タイプの態度を分析した結果、ネガ
ティブな感情と適切な心理的距離を取り体験の記憶と向き合うことができる省察タイプは、他のタイプと比較し
て、IENEを自らにとって有益であると評価する傾向が見られた。本研究ではまた、脳波の1 / fゆらぎを用いて
心理的レジリエンスを生理的に示す方法を開発した。

研究成果の概要（英文）：This research examined the process of learning and growing from the 
interpersonal experience with negative emotions(IENE). Focused on recalling of IENE, this study made
 the category following four types: Self-reflective, captured, intrusion, and swiching type. This 
study analyzed the attitudes after receiving critical comments from others. As a result, 
Self-reflective type showed a tendency to evaluate IENE as being beneficial to themselves, compared 
to other types. This study also developed a method to measure psychological resilience using 1 / f 
fluctuation of brain waves.

研究分野：教育心理学
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１．研究開始当初の背景 
現在、わが国では「対人関係場面でのネガ
ティブな感情を伴う体験」（Interpersonal 
Experiences with Negative Emotions: 以
下：IENE）に対する脆弱性が引き起こす社
会的不適応や自己喪失感を特徴とする若者
が増加傾向にある。IENEは比較的長期的に
わたって記憶に残り、適切に処理・ケアしな
ければ、心身の不健康や心理的不適応を引き
起こす（Leary et al.、 1998; 小田部ら、
2009）が、一方で本人の受け止め方・捉え方
次第では、その体験から新たな学びや自己成
長が促進される（Joseph & Linley、 2008）。
IENEから回復し、学びを得るプロセスでは、
次の２つの要素が共に重要になると想定で
きる。１つは、IENEの想起とともに無意図
的に侵入してくる感情やイメージから適切
に距離を取り、冷静な自己を保つように制御
できること（感情的処理；「心理的距離」の
軸）であり、もう１つは、IENEに意図的に
向き合い、体験を取り巻く諸現象を言語化・
対象化しながら因果連鎖的に自己省察を深
めること（認知的処理；「内省の深さ」の軸）
である。両者は密接に連関する。先行研究で
は、IENEと精神疾患や心身健康への影響解
明、及び治療法開発が主であり、「IENEから
学ぶ」という観点で捉えた場合、①感情的処
理と認知的処理と「学び」の関連の解明、②
IENEに対する内省・制御の在り方とその他
の個人特性との関連の解明、③心理的な変化
と生理学的な変化の測定における併存的妥
当性を高めるための客観的指標の開発など、
多くの究明すべき課題がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、IENEの受け止め方・関わり
方次第では、IENEは「新たな自己発見や自
己成長」の機会になると捉え、個人が IENE
に伴う心理的ダメージから回復し、新たな学
びを得るための効果的な自己内省ならびに
自己制御のメカニズムを解明する。つまり、
「IENEから学ぶ」という新たな発想に基づ
き、IENE後の心理的プロセスを科学的に解
明する。具体的には、(1)典型的な IENE場面
として「他者から批判される状況」を取り上
げ、２×２の要因計画の基に、（感情的処理；
「心理的距離」の軸）と（認知的処理；「内
省の深さ」の軸）が、その状況からの「学び」
に及ぼす影響を解明する。(2) 質問紙調査に
より IENEへの内省・制御に関連する個人特
性を探る。 (3) IENEへの内省・制御を測定・
可視化するための生理学的手法を開発する。 
 
３．研究の方法 
 以下では、「２．研究の目的」における(1)
～(3)に対応する各方法を記述する： 

(1)授業の一環として実施する１分間スピ
ーチ（グループ内；15回の講義の中で４回の
スピーチが回ってくるように設計）とその振
り返りの状況を用いて実験的調査研究を行

った。具体的には、①初回講義時にタイプ分
類の質問紙を実施おいて、①IENEに対する
想起のタイプ分け尺度（Fig. 1、Table 1）へ
の回答を求めた。毎回の授業の冒頭の時間を
使い、スピーチとその振り返りを繰り返し行
った。スピーチ後、聴衆が評価コメントを書
き、本人にシートを渡すが、その際、必ず批
判的なフィードバックを入れるように指示
した（なお、予め非難と批判は異なること、
批判的に見ることが大学の学びでは重要で
あること、他者の批判を自らの学びに役立て
て欲しい旨を説明した）。③最終回の講義に
おいて、質問紙調査を実施し、フィードバッ
クに対する抵抗感、傷つき感情、及び有用感
の項目への評定を求めた。 

 
(2) 大学生を被験者とし、質問紙調査を用
いて、IENEへの内省・制御と複数の個人特
性との関係を検討した。質問紙は次の項目か
ら成る：①IENEに対する想起のタイプ（Fig. 
1、Table 1）、②小塩・中谷・金子・長峰（2002）
による「精神力回復尺度」（レジリエンスの
状態に結びつきやすい心理的特性を測定；下
位尺度は「新規性追求」「感情調整」「肯定的
な未来志向」）、及び③杉浦・杉浦（2003）の
「認知的統制尺度」（自らの認知を客観的に
モニタリングし修正することに関する自発
的なスキルを評価；下位尺度は「論理的分析」
「破局的思考の緩和」）。以下で述べる仮説を
立て、それらを測定する項目から IENEへの
内省・制御に関連すると想定できる複数の個
人特性尺度得点との関連を検討した：仮説：
「精神力回復尺度」では、タイプⅠ＞Ⅳ＞Ⅲ
＞Ⅱの得点順位となるだろう。なぜなら、タ
イプⅠは、記憶と向き合い感情調整しながら
体験から学びの要素を見出し自己の将来に
肯定的に意味づけ、レジリエンスの状態を維



持しやすいと想定できるからである。タイプ
Ⅳは、体験に向き合う志向性はタイプⅠと比
べて弱いが感情調整や注意の切り替えがで
きるため、得点は比較的高いだろう。一方、
タイプⅡとⅢは感情調整が困難で反芻や侵
入に悩まされやすいため得点は低く、特にタ
イプⅡは過去志向的で反芻の傾向が強く精
神的健康を損ないやすく得点は最も低いだ
ろう。（２）「認知的統制尺度」では、タイプ
Ⅰ＞Ⅳ＞Ⅲ＝Ⅱの得点順位を予想できる。な
ぜなら、タイプⅠが IENEの想起に直面して
も冷静に自己を保ち学ぶ背後には、「論理的
分析」や「破局的思考の緩和」のスキルを持
っていると想定できるからである。タイプⅣ
は体験から距離を取ることができるが内
省・分析的な志向性が低いためタイプⅠの得
点より低く、タイプⅡとⅢでは統制スキルが
乏しいため得点は低いだろう。 

(3)IENE を想起させうる聴覚刺激に対す
るプレからポストまでの脳波データを収集
し、被験者のレジリエンスを反映しうる指標
を考案した。具体的には、①標準化されたレ
ジリエンス尺度を用いて、典型的にレジリエ
ンスの高い被験者及び低い被験者を選定し
た。②脳波計を装着し、安静にしてもらった
後、測定を開始する。(i) テープを聴く前の
リラックス状態、(ii) テープを聞いているス
トレス状態、(iii) テープを聴いた後のリラッ
クス状態、の３区間で脳波を測定し、その区
間における感情価や覚醒度の変化を解析し、
定量的に評価することを試みた。国際 10-20
法で定められる Fp1 と Fp2 で測定される脳
波の低周波成分について 1/f ゆらぎを求めた
場合 Fp1 の 1/f ゆらぎが 0 に近いと不快
（unpleasure）、-1 に近いと快（pleasure）
の心理状態であること、Fp2 の 1/f ゆらぎは
0に近いと覚醒（arousal）、-1に近いと沈静
（calm）の心理状態を示すことが従来の研究
より示唆されている。本研究では Fp1と Fp2
より測定された 1/f ゆらぎが心理状態の二階
微分値はストレスのない状態での感情価と
覚醒度へと回復しようとする力と考えるこ
とができると考え、ストレスに対する感情価
と覚醒度に関するレジリエンスの客観的な
評価指標として用いた。 
 
４．研究成果 
 以下では、「２．研究の目的」における(1)
～(3)に対応する各成果を記述する： 

(1) 大学生 276名が 2度の質問紙調査の両
方に参加し、回答に不備がなかった 264名を
分析の対象とした。Fig. 2に示すように、心
理的距離を取る力が低い（於感情的処理の
軸）ⅡとⅢはタイプⅠと比較して、批判的コ
メントを傷ついたりつらい思いになるもの
だと評定した。また、Fig. 3に示すように、
内省傾向が高い（於認知的処理の軸）タイプ
ⅠとⅡはタイプⅢに比べて、批判的なコメン
トを有用であると評価した。感情的な側面で
適切に距離を取りながら内省するタイプⅠ

は、他者のコメントを受けて傷つくのではな
く、学びに有用な情報を引き出そうとしてい
ることが示唆された。 

 

 
(2) 大学生 265名が質問紙調査に参加し、
回答に不備がなかった 239名（男性 154、女
性 85）を分析の対象とした。Table 2に示す
関連が示され、仮説は支持された。この研究
より、IENEへの内省・制御とレジリエンス
や認知的統制（メタ認知を含む）が強く関わ
っていることが実証された。 

 
Table 2  想起タイプと精神的回復力及び 

認知的統制との関連 

 



(3) 実験参加希望者 15名（いずれも健常な
男性大学生）に対して、対人関係に関連する
SH 式レジリエンス試験を実施した。Torus 
SOM による解析行い、レジリエンスが高い
典型的な 2名と低い典型的な被験者 2名を被
験者として採用した。その結果、レジリエン
スが高い低い被験者では、Fig. 4に例を示す
ように、ストレスフルなテープを聴いている
間は覚醒が高まるが、終了後には最初と同じ
安静状態に戻ったことが示された。一方、レ
ジリエンスが低い被験者では、Fig. 5に例を
示すように、テープを聴く前の状態でも覚醒
や不快さが高い傾向が共通して見られた。被
験者を追加しての追試や他の刺激を用いた
検証が必要であるが、レジリエンスの高さを
生理学的指標を用いて客観的に評価する方
法を提案できた。 
 

Fig. 4  Experimental result of test subject M 

Fig. 5  Experimental result of test subject J 
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